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熊
毛
地
区
社
会
教
育
振
興
会
で
は
、
地
域
・
家
庭
・
学
校
・

行
政
・
関
係
機
関
等
の
連
携
が
更
に
深
ま
り
、
熊
毛
地

区
の
社
会
教
育
が
ま
す
ま
す
充
実
・
発
展
す
る
こ
と
を

願
っ
て
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
熊
毛
の
社
会
教
育
」
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
御
一
読
い
た
だ
き
、
本
地
区
の
社

会
教
育
の
更
な
る
充
実
・
発
展
に
御
理
解
と
御
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
・
二
ペ
ー
ジ
に
は
、
地
区
主
要
行
事
が
、
三
～
六

ペ
ー
ジ
に
は
、
一
市
三
町
の
特
色
あ
る
事
業
等
が
掲
載

し
て
あ
り
ま
す
。

令
和
二
年
度
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
延

期
や
中
止
に
な
る
事
業
が

数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
開

催
日
直
前
で
中
止
が
決
ま

る
こ
と
も
あ
り
、
出
席
予

定
の
皆
様
に
は
御
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
。
開
催、

で
き
た
上
記
の
事
業
で
は

感
染
症
対
策
を
講
じ
、
出

席
者
の
御
協
力
の
も
と
に

充
実
し
た
研
修
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

も
感
染
症
対
策
を
十
分
に

と
り
な
が
ら
、
で
き
る
限

り
社
会
教
育
の
学
び
の
場

を
設
け
て
い
け
る
よ
う
努

め
ま
す
。

令

和

二

年

七

月

二

日

（

木

）

中

種

子

町

立

中

央

公

民

館

（

三

十

六

人

）

県
教
育
庁
文
化
財
課
の
住
吉
啓
三
文
化
財
主
事
と
今

村
結
記
文
化
財
主
事
の
講
話
で
は

「
文
化
財
の
保
存
・

、

活
用
等
に
関
す
る
施
策

「
地
区
内
の
国
・
県
指
定
の

」

史
跡
」
等
に
つ
い
て
詳
し
く
話
し
て
い
た
だ
き
、
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

研
究
協
議
で
は
、
屋
久
島
町
文
化
財
保
護
審
議
委
員

の
市
川
聡
氏
に
「
横
峯
遺
跡
の
保
全
と
活
用
」
に
つ
い

て
事
例
発
表
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
春
牧
横
峯
縄

文
ク
ラ
ブ
の
誕
生
秘
話
や
竪
穴
住
居
復
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
等
の
活
動
例
に
関
心
を
抱
い
た
出
席
者
か
ら
は
、
多

く
の
質
問
が
出
さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
の
場
と
な
り

ま
し
た
。

最
後
に
、
開
催
地
の
中
種
子
町
か
ら
町
指
定
文
化
財

「
大
平
橋
」
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
長
年
、
農
道
と

、

、

し
て
活
用
さ
れ

土
や
雑
草
に
覆
わ
れ
て
い
ま
し
た
が

町
職
員
の
努
力
に
よ
り
美
し
く
整
備
さ
れ
て
い
く
様
子

が
分
か
り
ま
し
た
。

【講話の様子】

【 大平橋」の紹介】「

令

和

二

年

十

一

月

二

十

八

日

(

土

)

屋

久

島

町

立

神

山

小

学

校

神
山
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は

「

親
子
で
学
ぶ
生
き
る

、
『

力
』
～
神
山
Ｐ
チ
ャ
ー
ト
を
活
用
し
た
取
組
～
」
を
研

究
テ
ー
マ
に
実
践
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
誌
面
並

び
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
が
学
ぶ
貴
重
な
機
会
を
御
提
供
い
た

だ
き
ま
し
た
。

神
山
Ｐ
チ
ャ
ー
ト
と
は
、
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

「

」

果
を
も
と
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
子
供
た
ち
の

生
き
る
力

へ
と
向
か
う
道
筋
を
分
か
り
や
す
い
表
に
し
た
も
の
で

す
。
こ
れ
を
活
用
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
意
義
を
共
有
し

た
こ
と
で
、
保
護
者
同
士
の
つ
な
が
り
が
深
ま
り
、
子

供
だ
け
で
な
く
保
護
者
に
も
「
生
き
る
力
」
が
身
に
付

い
た
取
組
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
子
供
一
人
一
人
の
健
や
か
な
成
長
を
目
指

し
て
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
一
体
と
な
り
、
郷
土
の

よ
さ
を
生
か
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

神
山
小
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
研
究
誌

Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
御

覧
く
だ
さ
い
。

【 】研究誌より一部抜粋

熊毛の社会教育 熊毛地区社会教育振興会

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
等
研
修
会

＜熊毛地区社会教育主要事業実績＞

出席者数月 日 曜 事 業 名 会 場

７ ２ 木 地区文化財保護審議会委員等研修会 36人中種子町立中央公民館

誌面開催11 28 土 県ＰＴＡ活動委嘱公開 屋久島町立神山小学校

12 ５ 土 地区子ども会ジュニア・リーダー養成研修 31人屋久島環境文化村センター

西之表市民会館地区社会教育指導者研修会（PTA・女性団体・

２ ２ 火 人権教育ブロック別研修会， 100人高齢者団体）， 屋久島町役場

（ ）社会教育委員等研修会，自治公民館経営研究会 オンデマンド配信

令

和

三

年

二

月

発

行

熊

毛

地

区

社

会

教

育

振

興

会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
中
止
相
次
ぐ
・
・
・

県

Ｐ

Ｔ

Ａ

活

動

研

究

委

嘱

公

開【神山小学校ホームページ】

www5.synapse.ne.jp/kamiyama-es/
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令

和

二

年

十

二

月

五

日

(

土

)

屋

久

島

環

境

文

化

村

セ

ン

タ

ー

（

三

十

一

人)

地
区
内
の
子
ど
も
会
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
が
屋
久

島
町
に
集
い
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

活
動
発
表
で
は
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
等
を
用
い
て
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
活
動
の
様
子

や
課
題
等
を
発
表
し
、
互
い
に
刺
激
を
受
け
た
様
子
で

し
た
。
研
修
Ⅰ
「
Ｋ
Ｙ
Ｔ
の
実
際
」
は
、
交
通
安
全
を

課
題
に
設
定
し
、
実
際
の
映
像
を
見
な
が
ら
危
険
箇
所

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
研
修
Ⅱ
「
競
技
デ
ィ
ベ

ー
ト
」
で
は
、
初
め
て
会
う
出
席
者
が
多
い
中
、
た
く

さ
ん
の
意
見
を
出
し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
分

の
意
見
を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ

た
り
、
他
者
に
は
多
様
な
考
え
方
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
感
じ
た
り
し
な
が
ら
、
次
第
に
チ
ー
ム
の
意
見
を
的

確
に
ま
と
め
て
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。感

染
症
対
策
の
た
め
交
流
時
間
が
短
く
、
別
れ
の
際

は
名
残
惜
し
い
様
子
で
し
た
が
、
今
回
の
出
会
い
や
学

び
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
今
後
も
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
各

。

地
域
で
更
に
活
躍
し
て
ほ
し
い
で
す

【マスクを一瞬だけ外して】

【パワーポイントを用いた活動発表】

令

和

三

年

二

月

二

日

(

火

)

種
子
島
会
場
：
西

之

表

市

民

会

館
（
八
十
六
人)

屋
久
島
会
場
：
屋

久

島

町

役

場
（

十

四

人)
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
に
よ
る
開
催
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
多

く
の
社
会
教
育
関
係
者
に
視
聴
し
て
地
域
づ
く
り
に
生
か
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
製
し
、
各
市
町
教
育
委
員

会
に
配
布
し
ま
し
た
。

～
出
席
者
の
感
想
よ
り
～

・

バ
イ
ク
に
乗
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
今
後
も
っ
と
し
っ

か
り
と
し
た
気
持
ち
で
運
転
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

・

自
分
が
思
っ
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
グ
ル
ー
プ
の

人
と
共
有
で
き
て
、
気
付
か
な
か
っ
た
こ
と
に
も
気
付

く
こ
と
が
で
き
た
。

・

回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
、
よ
り
多
く
の
意
見
を
出
せ

た
り
、
う
ま
く
言
葉
を
選
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
で
き
、

成
長
で
き
た
と
思
う
。

・

性
別
・
年
齢
が
違
う
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
、
少
し
苦
手
意
識
が
あ
っ
た
が
、
話
し
て
い
く
と
慣

れ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
よ
り
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
き
た
い
。

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
准
教
授

金
子

満

氏

「
地
域
学
校
協
働
活
動
の
充
実
に
向
け
て
」

一
人
一
人
の
個
性
を
尊
重
し
、
幅
広
く
人
が
つ
な
が
り
、
様
々

な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
生
ま
れ
る
地
域
学
校
協
働
活
動
を
目
指
し
ま
し
ょ

。

。

う

人
々
の
信
頼
・
つ
な
が
り
・
協
働
が
学
校
・
地
域
を
救
い
ま
す

西
之
表
市
人
権
擁
護
委
員

榎
本

和
枝

氏

「

」

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
人
権
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
者
や
医
療
従
事
者
等
に
対
す
る

誤
解
や
偏
見
に
基
づ
く
差
別
は
、
決
し
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
デ
マ
な
ど
に
惑

わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
冷
静
に
行
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

熊毛地区社会教育振興会 熊毛の社会教育

子
ど
も
会
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【

】

編
集
・
発
行

熊
毛
地
区
社
会
教
育
振
興
会
事
務
局

住

所

西
之
表
市
西
之
表
七
五
九
〇
番
地

熊
毛
教
育
事
務
所
内

電

話
（
〇
九
九
七
）
二
二
ー
〇
五
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
九
九
七
）
二
二
ー
〇
五
二
一

令
和
二
年
度
各
種
表
彰

※
敬
省
略

◆
九
州
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
表
彰

丸
田

健
次

（
西
之
表
市
）

◆
県
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
表
彰

上
石
寺
子
ど
も
会
育
成
会

（
西
之
表
市
）

増
田
校
区
子
ど
も
会
育
成
会

（
中
種
子
町
）

徳
永

眞
一

（
中
種
子
町
）

◆
熊
毛
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
表
彰

峯
子
ど
も
会

（
西
之
表
市
）

油
久
校
区
子
ど
も
会

（
中
種
子
町
）

平
野
集
落
公
民
館
青
少
年
育
成
部
（
南
種
子
町
）

◆
優
良
少
年
少
女
団
体
及
び
地
域
高
校
生
ク
ラ
ブ
等
表
彰

高
平
子
ど
も
会

（
屋
久
島
町
）

◆
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
表
彰

屋
久
島
町
立
宮
浦
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

◆
熊
毛
地
区
社
会
教
育
関
係
優
良
団
体
及
び
個
人
表
彰

人
形
劇
団
ゆ
び
き
り

（
西
之
表
市
）

河
野

眞
佐
子

（
西
之
表
市
）

林

良
和

（
南
種
子
町
）

社
会
教
育
指
導
者
研
修
会
（

）

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
女
性
団
体
・
高
齢
者
団
体

人

権

教

育

ブ

ロ

ッ

ク

別

研

修

会

社
会
教
育
委
員
等
研
修
会
、
自
治
公
民
館
経
営
研
究
会
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「
波
濤
を
超
え
、
全
国
ど
こ
で
で
も
た
く
ま

し
く
生
き
抜
く
こ
と
の
で
き
る
力
を
備
え
た

人
間
育
成
」
、「
郷
土
振
興
に
情
熱
を
燃
や
し
、

郷
土
興
し
の
原
動
力
た
り
得
る
人
間
育
成
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、
「
ひ
と
り
だ
ち
の
教

育
」
を
本
市
教
育
の
基
本
理
念
と
し
て
い
ま

す
。

「
ふ
る
さ
と
ま
な
び
～
隊
」
は
市
内
の
小
学

三
年
生
か
ら
小
学
六
年
生
を
対
象
と
し
、
様

々
な
体
験
学
習
を
通
し
て
、
ふ
る
さ
と
の
自

然
や
文
化
な
ど
を
学
び
、
ま
た
異
年
齢
で
交

流
す
る
こ
と
で
豊
か
な
人
間
関
係
や
規
範
意

識
、
社
会
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

令
和
二
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
、
屋
外
で
の
活
動
の
み

と
し
、
定
員
数
や
活
動
時
間
の
規
模
縮
小
を

講
じ
て
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

や
悪
天
候
に
よ
る
活
動
中
止
が
相
次
ぎ
、
八

月
の
活
動
が
令
和
二
年
度
最
初
の
活
動
と
な

り
ま
し
た
。
参
加
者
十
五
人
で
の
活
動
と
な

り
、
立
山
校
区
の
早
稲
田
川
で
様
々
な
生
き

物
を
見
つ
け
て
楽
し
み
ま
し
た
。
し
ば
ら
く

続
い
た
晴
天
の
お
か
げ
で
川
の
水
位
が
安
定

し
て
お
り
、
安
全
面
に
お
い
て
も
よ
い
状
態

で
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
初
は
味
噌
を
エ
サ
に
ダ
ク
マ
（
テ
ナ
ガ

エ
ビ
）
を
捕
る
こ
と
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
子

供
た
ち
が
水
の
中
を
動
き
回
る
の
で
ダ
ク
マ

西之表市

は
隠
れ
て
姿
を
見
せ
て
く
れ
ず
、
ま
た
出
て

き
た
と
し
て
も
動
き
が
素
早
く
、
な
か
な
か

捕
ま
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

カ
ニ
や
ハ
ゼ
を
捕
ま
え
て
は
歓
声
を
上
げ
て

喜
ぶ
子
供
た
ち
の
姿
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に

楽
し
い
川
遊
び
と
な
り
ま
し
た
。
活
動
の
後

半
で
は
、
竹
竿
を
使
っ
て
魚
釣
り
に
挑
戦
す

る
子
供
た
ち
も
い
ま
し
た
。
エ
サ
の
つ
け
方

や
、
釣
れ
た
魚
か
ら
針
を
外
す
方
法
な
ど
を
、

上
級
生
が
下
級
生
に
教
え
て
い
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

暑
い
日
差
し
の
中
で
の
活
動
で
し
た
が
、

冷
た
い
川
の
水
に
足
を
つ
け
な
が
ら
、
地
元

の
川
に
ど
の
よ
う
な
生
き
物
が
生
息
し
て
い

る
の
か
、
楽
し
く
学
べ
た
時
間
に
な
り
ま
し

た
。十

月
の
活
動
で
は
、
市
内
の
遺
跡
見
学
と

発
掘
模
擬
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
二
十
一
人
で
の
活
動
と
な
り
、
活

動
の
前
半
は
、
今
か
ら
約
六
百
年
前
の
人
骨

が
発
掘
さ
れ
た
伊
関
校
区
の
小
浜
遺
跡
（
お

ば
ま
い
せ
き
）
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
遺

跡
へ
移
動
す
る
バ
ス
の
中
で
は
、
開
発
総
合

セ
ン
タ
ー
鉄
砲
館
に
勤
務
す
る
文
化
財
係
職

員
か
ら
、
考
古
学
・
遺
跡
・
発
掘
調
査
に
つ

い
て
の
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

小
浜
遺
跡
見
学
で
は
、
職
員
か
ら
の
説
明

を
受
け
、
昔
の
墓
地
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
こ
と
や
、
ま
だ
多
く
の
遺
跡
が
埋
ま
っ
て

い
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
話
に
興
味
津
々

の
様
子
で
し
た
。

活
動
の
後
半
で
は
、
沖
ヶ
浜
田
海
岸
に
移

動
し
て
、
土
器
の
発
掘
模
擬
体
験
を
実
施
し

ま
し
た
。
対
象
物
に
触
れ
な
い
よ
う
に
、
ジ

ョ
レ
ン
と
呼
ば
れ
る
道
具
や
ス
コ
ッ
プ
を
使

っ
て
慎
重
に
発
掘
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

考
古
学
に
つ
い
て
、
学
習
か
ら
発
掘
模
擬

体
験
ま
で
、
普
段
触
れ
る
こ
と
の
な
い
貴
重

な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

十
一
月
の
活
動
で
は
、
市
民
会
館
か
ら
あ

っ
ぽ
～
ら
ん
ど
の
遊
具
広
場
ま
で
の
八
㎞
遠

行
に
挑
戦
し
、
十
六
人
の
参
加
者
た
ち
が
無

事
に
完
歩
し
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
秋
晴
れ
の
中
を

心
地
よ
く
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
休
憩

所
ご
と
に
お
題
を
準
備
し
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
の
要
素
も
盛
り
込
み
、
楽
し
み
な
が
ら
活

動
で
き
ま
し
た
。

コ
ー
ス
の
後
半
は
上
り
坂
が
続
き
ま
し
た

が
、
子
供
た
ち
は
疲
れ
て
い
る
様
子
も
な
く

目
的
地
ま
で
完
歩
し
、
目
的
地
で
あ
る
遊
具

広
場
で
元
気
に
遊
び
、
走
り
回
っ
て
い
ま
し

た
。令

和
二
年
度
の
生
涯
学
習
市
民
講
座
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の

た
め
、
開
講
期
間
を
短
縮
し
、
講
座
回
数
を

全
三
回
と
し
て
開
講
し
ま
し
た
。

例
年
で
あ
れ
ば
、
年
間
を
通
し
て
十
回
程

度
開
設
し
て
い
た
講
座
内
容
を
、
初
心
者
向

け
や
体
験
導
入
型
に
変
更
す
る
な
ど
、
講
師

の
方
に
も
対
応
し
て
い
た
だ
き
、
七
十
人
の

方
に
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
開
設
講
座
】

・
書
道

・
ア
ロ
マ
ク
ラ
フ
ト

・
絵
本
講
座

・
中
国
語
講
座

・
体
操
舞
踊

・
着
物
着
付
け

・
日
本
の
和
楽
器

お
三
味
線
教
室

・
絵
画
講
座

・
陶
芸
教
室

熊
毛
地
区
社
会
教
育
振
興
会

ダクマ捕りの様子

②

考
古
学
体
験

発掘模擬体験の様子

③

八
㎞
遠
行
に
挑
戦
！

元気に完歩した子供たち

生
涯
学
習
市
民
講
座

ふ
る
さ
と
ま
な
び
～
隊

熊毛の社会教育 熊毛地区社会教育振興会

①

川
の
生
き
物
を
見
つ
け
よ
う
！
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年
間
を
通
し
て
体
験
活
動
等
を
行
っ
て
い

る
中
種
子
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ
の
活
動
で
、

六
月
に
苗
を
植
え
た
安
納
芋
の
収
穫
体
験
を

秋
に
行
い
ま
し
た
。
最
初
、
手
で
掘
る
と
小

さ
い
芋
か
ら
大
き
い
芋
ま
で
た
く
さ
ん
連
な

っ
て
い
て
、
初
め
て
収
穫
体
験
を
す
る
子
供

は
と
て
も
感
動
し
て
い
ま
し
た
。
機
械
で
全

て
の
芋
を
掘
り
起
こ
し
、
子
供
た
ち
は
、
は

さ
み
で
一
つ
一
つ
コ
ン
テ
ナ
へ
仕
分
け
を
し

ま
し
た
。
途
中
で
、
事
前
に
用
意
し
て
い
た

焼
き
芋
を
み
ん
な
で
食
べ
ま
し
た
。
安
納
芋

の
甘
さ
が
疲
れ
た
身
体
に
ち
ょ
う
ど
よ
く
、

何
個
も
食
べ
て
い
る
子
供
も
い
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
体
験
活
動
も
思
う
よ
う
に
で
き
ま

せ
ん
が
、
自
然
と
ふ
れ
あ
う
よ
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

中種子町チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ

「
安
納
芋
の
収
穫
体
験
」チャレンジキッズ「安納芋の収穫体験」

中
種
子
町
で
は
、
今
ま
で
の
「
か
ご
し
ま

学
校
応
援
団
」
を
引
き
継
ぐ
形
で
、
今
年
度

か
ら
地
域
学
校
協
働
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

本
部
に
統
括
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
一
人

と
各
校
区
に
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
確
保
し
、
人
材
リ
ス
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

十
一
月
十
九
日
に
は
、
鹿
児
島
大
学
法
文

学
部
の
金
子
満
准
教
授
を
講
師
に
迎
え
、「
地

域
学
校
協
働
活
動
の
充
実
に
向
け
て
」
の
演

題
で
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
年
二
回
の
運
営
委
員
会
や
研
修

会
を
開
催
し
、
地
域
と
学
校
が
力
を
合
わ
せ

て
、
先
生
、
家
族
、
地
域
住
民
が
笑
顔
で
生

き
生
き
と
子
供
た
ち
に
接
す
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

中
央
公
民
館
図
書
室
で
は
、
毎
月
第
四
土

曜
日
の
十
時
三
十
分
か
ら
十
一
時
ま
で
の
三

十
分
間
で
お
は
な
し
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の

「
な
か
た
ね
お
は
な
し
パ
レ
ッ
ト
」
に
よ
る

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
お
話
と
お
話
の
合
間

に
わ
ら
べ
歌
や
指
遊
び
、
公
民
館
図
書
室
の

職
員
に
よ
る
絵
本
の
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
等
を
取

り
入
れ
て
、
子
供
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
く
お

は
な
し
会
を
し
て
い
ま
す
。

地
域
学
校
協
働
活
動
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

読
書
活
動
の
取
組

以
前
は
図
書
室
で
の
開
催
で
し
た
が
、
今

年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
、
広
々
と
し
た
小
会
議
室
に
場
所
を

移
し
て
お
は
な
し
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
、
そ
の
月
に
よ
っ
て
乳
児
、
幼

児
、
小
学
生
と
様
々
で
す
が
、
ど
の
子
供
た

ち
も
ワ
ク
ワ
ク
し
た
表
情
で
目
を
輝
か
せ
て

お
は
な
し
会
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。
今
後
も
読
み
聞
か
せ
を
す
る

こ
と
で
本
に
親
し
み
を
も
っ
て
も
ら
い
、
読

書
の
楽
し
さ
を
知
る
き
っ
か
け
づ
く
り
や
読

書
に
興
味
を
も
つ
心
を
育
む
お
手
伝
い
を
し

て
い
き
ま
す
。

中
種
子
町
に
は
二
十
八
の
指
定
文
化
財
が

あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
六
月
に
新
た
に
一

つ
追
加
さ
れ
二
十
九
に
な
り
ま
し
た
。

国
道
五
十
八
号
線
を
野
間
か
ら
西
之
表
へ

向
か
う
途
中
、
旧
国
道
か
ら
見
え
る
大
渡
瀬

川
に
上
ヶ
尻
川
が
合
流
す
る
地
点
に
あ
る
大

図書室おはなし会

中
種
子
町
の
指
定
文
化
財

平
橋
と
い
う
名
の
石
橋
が
そ
う
で
す
。

橋
長
十
五
・
六
ｍ
、
橋
幅
四
・
八
ｍ
、
拱

矢
九
・
四
ｍ
、
径
間
十
・
六
五
ｍ
の
ア
ー
チ

状
の
石
橋
で
、
昭
和
二
年
に
桜
島
の
石
工
の

手
で
造
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
四
十
五
年
の
旧
国
道
工
事
に
伴
い
新

た
に
新
大
平
橋
が
架
橋
さ
れ
た
後
は
農
道
と

し
て
利
用
さ
れ
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
当
時

の
状
態
を
ほ
ぼ
完
全
に
保
っ
た
形
で
残
っ
て

い
ま
す
。

現
在
は
使
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
土
で
覆

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
の
三
月
下
旬
か

ら
四
月
上
旬
の
間
に
整
備
さ
れ
、
現
在
は
欄

干
部
分
も
は
っ
き
り
見
え
ま
す
。
こ
の
欄
干

部
分
は
架
設
当
時
は
橋
と
同
じ
石
材
で
し
た

が
、
洪
水
に
よ
り
崩
壊
し
た
た
め
、
現
在
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
に
造
り
替
え
ら
れ
て
い
ま

す
。写

真
の
地
点
に
行
く
に
は
、
川
へ
降
り
て

遠
回
り
に
歩
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
整
備
が

必
要
で
す
。

大
平
橋
の
よ
う
な
石
橋
は
、
全
国
的
に
壊

さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
現

在
ま
で
残
っ
て
い
る
大
平
橋
を
保
護
・
公
開

し
て
い
く
よ
う
努
め
ま
す
。

大平橋（納官校区）

熊毛地区社会教育振興会 熊毛の社会教育

の
ま
ち

な

か

た

ね

風
立
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南
種
子
町
で
は
、
み
な
み
た
ね
町
民
大
学

を
設
置
し
て
お
り
、
町
民
に
学
習
機
会
や
趣

味
の
場
を
提
供
し
、
生
き
が
い
と
ぬ
く
も
り

に
満
ち
た
町
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

芸
術
・
文
化
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

中
央
講
座
で
あ
る
生
涯
学
習
講
座
を
開
講
し

て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
り
、
開
講
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、

対
策
を
十
分
に
講
じ
な
が
ら
九
つ
の
講
座
を

開
講
し
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
の
二
つ
の
講
座
に
つ
い
て
、
紹

介
し
ま
す
。

【
子
ど
も
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講
座
】

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ
り
、
二
〇
二

〇
年
か
ら
必
修
化
さ
れ
た
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
的
思
考
」
を
育
て
る
教
育
。
本
講
座
に
お

い
て
も
、
実
践
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
学

ば
ず
、
考
え
る
力
・
学
ん
だ
こ
と
を
応
用
す

る
力
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
講
し
て

い
ま
す
。
町
内
の
小
学
四
年
生
以
上
の
小
学

生
を
対
象
に
募
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
多
数
の

申
込
み
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
八
人
を
講
座

生
と
し
て
決
定
し
ま
し
た
。
講
師
は
、
町
内

で
Ｉ
Ｔ
関
連
の
経
営
を
さ
れ
て
い
る
方
に
依

頼
を
し
、
講
座
開
設
の
場
所
の
提
供
や
パ
ソ

コ
ン
等
の
学
習
機
材
の
準
備
を
行
っ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
講
座
生
の
子
供
た
ち
は
、

南種子町み
な
み
た
ね
町
民
大
学
中
央
講
座

 ～
生
き
が
い
と
ぬ
く
も
り
に
満
ち
た 

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
～ 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
学
習
環
境
で
あ
る

「
ス
ク
ラ
ッ
チ
」
を
学
び
な
が
ら
、
自
作
の

ゲ
ー
ム
を
作
成
す
る
等
、
毎
回
の
講
座
を
楽

し
く
学
習
し
て
い
ま
す
。

【
子
ど
も
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
】

昨
年
度
、
本
町
は
読
書
活
動
推
進
計
画
を

改
定
し
、
達
成
目
標
の
中
に
子
供
た
ち
に
読

書
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
本
を
友

人
同
士
で
紹
介
し
合
う
環
境
・
き
っ
か
け
づ

く
り
、
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
を
組

み
込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
講
座
を
開
設
し

ま
し
た
。

受
講
生
の
子
供
た
ち
は
、
館
内
の
ポ
ッ
プ

づ
く
り
や
、
お
す
す
め
本
紹
介
コ
ー
ナ
ー
の

制
作
な
ど
を
行
い
、
図
書
館
司
書
の
仕
事
を

体
験
し
、
よ
り
一
層
本
に
親
し
み
を
も
つ
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
後
、
各
年
代
の
子
供
た
ち
が
本
を
紹
介

し
合
う
「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」
を
開
催
す
る

予
定
と
し
て
い
る
の
で
、
町
の
子
供
た
ち
に

今
よ
り
も
っ
と
読
書
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら

子どもプログラミング講座の様子

  
 
 
 
 

う
環
境
を
つ
く
れ
る
よ
う
、
図
書
館
・
家
庭
・

学
校
と
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
令
和
二

年
十
月
三
十
一
日
に
、
夜
間
の
博
物
館
・
史

跡
公
園
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
「
ヒ
ロ
ウ
ィ
ン
・

ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

開
館
五
周
年
を
記
念
し
、
広
田
遺
跡
語
り
部

の
会
と
の
共
催
で
行
わ
れ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
実
施
さ

れ
た
も
の
で
す
。
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
島

内
の
方
々
を
対
象
に
、
事
前
予
約
に
よ
り
三

十
分
ご
と
に
四
十
人
の
人
数
制
限
を
行
い
、

マ
ス
ク
を
着
用
し
て
屋
外
で
の
実
施
と
し
、

延
べ
人
数
で
三
百
人
以
上
の
方
々
が
参
加
し

ま
し
た
。

当
日
は
、
広
田
遺
跡
公
園
を
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
し
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
も
行
い
、
参
加
者

も
ス
タ
ッ
フ
も
仮
装
を
し
ま
し
た
。
ク
イ
ズ

は
、
広
田
遺
跡
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
、
正
解

す
る
と
、
「
お
か
し
の
家
」
で
語
り
部
さ
ん

か
ら
お
菓
子
を
も
ら
え
る
ル
ー
ル
で
あ
り
、

参
加
者
は
楽
し
み
な
が
ら
広
田
遺
跡
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
の
博
物
館
活
動

～
ヒ
ロ
ウ
ィ
ン
・
ナ
イ
ト

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
～

子供たちが制作した

おすすめ本紹介コーナー

  
 
 
 
 

ま
た
、
種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
の
参
加
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
「
Ａ
Ｋ
Ｉ

Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ａ
」

さ
ん
に
よ
る
「
進
化
へ
の
考
察
＃
１
：
菊
石

（
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
）
」
が
遺
跡
に
投
影
さ
れ

る
な
ど
、
参
加
者
は
、
い
つ
も
と
は
違
う
神

秘
的
な
夜
の
遺
跡
公
園
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ライトアップされた広田遺跡公園遺跡に投影された芸術作品
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各
種
犯
罪
や
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
す
る

時
代
背
景
を
受
け
、
本
町
で
は
携
帯
電

話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
機
等

の
各
種
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

等
が
及
ぼ
す
青
少
年
を
取
り
巻
く
問
題

へ
の
適
切
な
指
導
や
、
ポ
ス
タ
ー
・
標

語
づ
く
り
を
通
し
た
意
識
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

本
年
度
も
授
業
や
夏
休
み
の
課
題
等

で
標
語
や
ポ
ス
タ
ー
の
作
品
募
集
に
多

く
の
児
童
・
生
徒
が
取
り
組
み
ま
し

た
。
作
品
づ
く
り
を
通
し
て
、
さ
わ
や

か
あ
い
さ
つ
運
動
や
、
ケ
ー
タ
イ(

ス

マ
ホ)

と
上
手
に
付
き
合
う
こ
と
を
子

供
た
ち
自
身
が
意
識
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

優
秀
作
品
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
の
ポ

ス
タ
ー
を
制
作
し
て
町
内
の
施
設
や
店

屋久島町
青
少
年
健
全
育
成
ポ
ス
タ
ー

舗
等
に
掲
示
し
ま
し
た
。
情
報
化
社
会

に
適
応
し
た
安
全
で
健
全
な
地
域
環
境

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

｢

町
水
難
事
故
・
交
通
事
故
防
止
対
策

協
議
会｣

や｢

町
校
外
生
活
指
導
連
絡

会｣

に
お
い
て
、
水
難
事
故
防
止
看
板

設
置
の
意
見
が
出
さ
れ
、
学
校
及
び
各

単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
し
て
看
板
を
作
製

し
ま
し
た
。
河
口
や
港
な
ど
危
険
な
場

所
三
十
箇
所
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
各
区
長
が
協

力
し
て
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

町
校
外
生
活
指
導
連
絡
会遊泳禁止箇所に設置した看板

生
き
生
き
キ
ラ
キ
ラ
元
気
あ
ふ
れ
る
屋
久
島
町

次
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
認
め
励
ま
し
、
活
動
へ
の

参
加
意
欲
や
思
い
や
り
の
心
を
育
む
こ

と
を
目
的
と
し
た
標
記
事
業
が
、
町
社

会
福
祉
協
議
会
と
町
内
小
・
中
学
校
が

連
携
し
て
、
今
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。児

童
や
生
徒
が
、
学
校
や
地
域
、
子

ど
も
会
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う

と
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
ス
タ
ン
プ
を

押
し
て
も
ら
え
、
一
定
の
ポ
イ
ン
ト
を

貯
め
る
と
活
動
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま

す
。屋

久
島
町
で
は
様
々
な
活
動
が
行
わ

れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
事
業
を
有
効
に

活
用
し
て
ほ
し
い
で
す
。

ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
事
業
ス
タ
ー
ト

屋久島高等学校の生徒による自主的海岸清掃

「
届
け
よ
う
！
あ
り
が
と
う
の
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
令
和
二
年
度
も
開
催

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
家
族
や
友
達
、
周

り
の
人
や
自
分
に
対
し
て
、
な
か
な
か

言
葉
に
言
い
表
せ
な
い
「
あ
り
が
と
う
」

の
気
持
ち
を
文
章
や
絵
・
イ
ラ
ス
ト
な

ど
で
表
現
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
抱
い

て
い
る
感
情
を
確
認
し
た
り
、
愛
情
や

信
頼
の
絆
を
一
層
深
め
た
り
す
る
機
会

と
す
る
も
の
で
す
。

あ
り
が
と
う
の
は
が
き

令和元年度の最優秀作品２点

熊毛地区社会教育振興会 熊毛の社会教育


